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呼 吸 器 悪 染 症 に 対 す るAM-715の 使 用 経 験

林 泉

いわ き市立総合磐城共立病院呼吸器科

新 しいnalidixic acid誘 導体 のAM-715を 呼吸器感染症24例(肺 炎6例,急 性 気 管 支 炎18例)に

1日600mgを7日 間経 口投与 した。

その臨床効果は著効13例,有 効6例,や や有効2例,無 効2例,判 定不明1例 で あった。

AM-715の 副作用は発疹,軟 便,め まいが各1例 ずつみ られた。

は じ め に

OpPortunistic infectionは,宿 主の被感染 性 が 高 ま

る ことにより,よ り問題になるが,最 近は グラム陰性弱

毒菌が多剤耐性 を獲得 し,元 来健康な人 も,多 剤耐性菌

保菌者 として特 に,院 内感染の伝染源 とな り得 ることが

知 られ るようになった。その対策 とし て β-lactam抗 生

剤 が多数開発された。 しか し,R-plasmidは それ まで接

触 したことのない抗生剤の耐性 をも常在菌 に与 え,菌 と

抗生剤の競争は菌優位にな りつつあ るとす ら思われる。

また,amino-glycoside系 抗生剤 は,聴 器毒性や腎毒性

の点で問題がある し,耐 性 も獲得す るものが多い。

Nalidixic acid系 化 合物 は,こ うした抗生剤の欠 陥 を

補充す る一つの薬剤 として用 い られて き た。 しか し,

NA,PA,PPA,等 の類似化合物 も,今 一つMICお よび

spectrumの 点で,十 分 とは言えなかった。AM-715は,

このよ うなquinoliRecarboxylic acid誘 導体の6位 に フ

ッ素 と7位 にpiperazineを 有す る構造を して い る が,

in vitroでは他剤 よりはるかに強い抗菌力 を示す に 至 っ

た1,2)。しか し,経 口剤であるこ と,し か も腸管 か らの吸

収が,や や低 いこと等1)か ら臨床の場での有用性が疑問

視 される面 も幾分 あった。特 に,本 剤の臓器 内分布 を見

ると1,2),ラ ッ トで肺への移行が低 いことか ら,呼 吸器

系感染症に対 しては期待が薄 い と思われた。 しか し,24

例 の呼吸器疾患患者に本剤 を使用 した ところ,予 想 に反

して非常 に良い結 果を示 したので報告する。

I.　研究方法ならびに材料

1.　目 的

AM-715は,in vitroで は強 い抗菌力 を示す2)。 吸収

お よび肺への分布 の点 で多少問題 あるが,呼 吸器感 染症

に対す る治療成績 を検討 した。

2.　対 象

21才 か ら73才 までの成人,男 性7例,女 性17例,合 計

24例 で,比 較的軽症の肺炎6例,急 性気管支炎18例 であ

る。肺 炎6例 の うち基礎疾患 のない もの3例,気 管支拡

張症を有す るもの2例,慢 性気管支炎 を有するもの1例

であった。気管支炎18例 の うち,基 礎疾患のないもの6

例,気 管支喘息 を有する もの7例,気 管支拡張症を有す

る もの4例,肺 気腫 を有す るもの1例 であった.い ずれ

も外来治療 とした。

3.　投与方法および投与量

AM-715 200mgを1日3回 毎食 後30分 に経 口投 与し

た。23例は7日 間(4.2g)投 与 であ ったが1例 は副作用の

ため,2.2gで 中止 した。併用薬剤 を使用 した ものはなか

った。

4.　臨床効果判定 の基準

著効:喀 痰 中か ら起 炎菌 が消失 し,或 は著明に減少 し,

臨床的 に改善が速や かでかっ著 しく,投 薬72時 間以内に

改善傾向が認め られ るもの,お よびほぼこれに準ずるも

の。

有効:喀 痰中か ら病 原菌 が消失,或 は著明 に減少 し,

臨床的 に改善が投薬1週 間以内 に認め られ たもの,お よ

びほぼこれ に準ず るもの。

やや有効:細 菌学 的な効果 を認め るが,臨 床症状の改

善が少 なかった もの,ま たは,細 菌学的 な効果はなかっ

たが,投 薬1週 間以内に臨床症状の改善が得 られたもの。

無効:細 菌学的に も臨床的 にも改善の認 められないも

の,あ るい は悪 化 した もの。

II.　臨 床 成 績

1.　成績Table 1,2Fig.1,2,3,4

本剤使用前に喀痰 よ り分離 された起炎菌 は24例 中7例

であ り,17例 は不明 であった。S.aureus 2例,P.aerugi-
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Table 1 Therapeutic effect of AM- 715 p.o. on bronchitis

Table 2 Therapeutic effect of AM- 715 p.o. on pneumonia
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Fig. 1 Laboratory findings in patients before and after administration of AM- 715

Fig. 2 Laboratory findings in patients before and

after administration of AM- 715
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Fig. 3 Laboratory findings in patients before and after administration of AM- 715

Fig. 4 Laboratory findings in patients before and

after administration of AM- 715
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nosa 1例,H.parainfluenzae 1例,E.coli 1例,S.aureus

+β-Streptococcus 1例,S.aureus+H.influenzae 1例 で

あ った。S.aureus 2例 中1例 はS.pneumonlaeに 菌 交 代

し,も う1例 は 不 変 で あ っ た。P.aeruginosaの1例 は不

変 で,他 は す べ て消 失 した。

本 剤 使 用前 に39℃ 以 上 あ っ た もの2例,38℃ 以 上6

例,37℃ 以上15例,37℃ 以 下1例 あ った が,23例 が3

日以 内 に 正常 化 した 。 肺 炎 の1例 は,7日 間 投 与 で も

37℃ 以 上 の 熱 が続 い た た め 入 院 と し た。BSRは100

mm/h以 上 の もの1例,50mm/h以 上 の も の2例,20

mmlh以 上 の もの14例,10mm/h以 上 の もの4例,10

mm/h以 下 の もの3例 で あ っ た が,10mm/h以 下 に戻 っ

た ものは11例 で あ り,19例 は有 意 に 改 善 して いた 。WBC

は7000/mm3以 上 の もの12例,7000/mm3以 下 の もの12

例 あ っ たが,使 用後7000/mm3以 下 にな った も の は14

例 で あ った 。 呼 吸 困難,胸 部 レ線 像,咳,痰 の 量,胸 痛,

チ ア ノ ー ゼ等 多 方面 にわ た る症状 の検 討 か ら,著 効13例,

有 効6例,や や 有 効2例,無 効2例,不 明1例 で あ っ た。

有 効 以上 での 有 効率 は82.6%で あ っ た。

2.　 副 作用Table 3

3例 に み られ た。

1)発 疹:本 剤投 与4日 目に,両 側 前腕 に掻 痒 感 を伴

う発疹 が あ り,2.2g投 与 で 中止 した。

2)軟 便:本 剤投 与3日 目か ら,1日5～6回 の軟 便 が

あ り1週 間 投 与 中 同 症状 で,終 了 後2日 目 か ら正常 化 し

た。

3)め まい:本 剤 投 与6日 目か ら軽 い め まい を生 じ,

7日 目に はや や 増 強 した。4.2g投 与 で終 了 と した が,そ

の 後 症状 は とれ た。 嘔 気 は な か っ た。 血 圧 が98/70と 一

時 低 下 した。 顔 面 が や や蒼 白 とな っ た。

Table 3 Therapeutic effect of AM- 715

p. o. on respiratory tract infection

III.　考 察

下部気道感染症には抗生剤の点滴投与による治療が多

く行 われ るが,上 気道感染 もしくは軽 症の下部気道感染

症 には経 口的抗生剤 の投与 で足 りることが 多 い。AM-

715はnalidixic acid系 の新化 合物 で あ り,in vitroで

の抗 菌力は従来のnalidixic acidの それ よ り,か な り強

い とされ る。 しか し,腸 管か らの吸収率がやや低 く,肺

への分布 もあま り良 くない。更 に,こ の種の物質は,め

まい,嘔 気 など神経 系への副作用が問題 とされ,大 量投

与はなされ ていなか った。AM-715も 従 来 のnalidixic

acidの よ うに気道系感染には余 り期待で きない と予想 し,

注意深 く使用 してみた。結 果は成績 で述べたよ うに,有

効率82.6%と 予想 よ りはるかに良い成績であ り,呼 吸器

感染症に 対す るnalidixic acid系 薬剤の成績 としては従

来の もの とは異 った感触 を得た。

我 々の検討は,AM-7151回 投与量 が200mgで あり,

吸収率,肺 分布率 から考 えると,起 炎菌のMICに 達し

得るか否 か疑問であったが,実 際の成績は十分MICに

達 したかの如 きものであった。

副作用 も重篤な ものはな く,肝,腎 機能に影響を及ぼ

した例は1例 もな く,造 血器障 害も全 くなかった。発疹

が1例 にみ られたが,中 止 後す ぐに改善 した。経 口抗生

剤 は,軟 便 も しくは下痢 を引 き起す ことが しばしばある

が,本 検討 の中で1例 に軟便 が見 られたのみであった。

この種 の薬剤 で,最 も問題 となるのは神経 系への影響で

あ るが,1例 に軽いめまいが見 られ たのみで,ほ とんど

は正常のままであった。

今 後,症 例数が増えれば更に本剤 の有用性 と安全性が,

確認 される もの と思われ る。

Iv.　結 語

上 気道感染お よび軽 症の下部気道感染24例 にAM-715

を1日 量600mgで 経 口投与 し検討 を行 った。著効13,

有効6,や や有効2,無 効2,不 明1(有 効率82.6%)と 好

成績 を得た。

副作用 としては重篤な ものはな く,発 疹,軟 便,め ま

いが各1例 ずつ で,本 剤投与終 了 と共 に正常 に戻った。

Naliclbdc acid系 化 合物 としては,気 道感染症 に対 し,

かな り有用な薬剤 である と思われる。
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CLINICAL STUDIES ON AM- 715 IN THE TREATMENT OF
RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

IZUMI HAYASHI

Division of Respiratory Disease, Iwaki Kyoritsu General Hospital

Clinical investigations were performed on AM- 715, a new nalidixic acid derivative.
AM- 715 was administered to total of 24 cases with respiratory tract infections consisting of 6 cases of pneumonia

and 18 cases of acute bronchitis, at daily doses of 600mg for 7 days by oral route.

Clinical response of AM- 715 was excellent in 13 cases, good in 6 cases, fair in 2 cases, poor in 2 cases and un-

known in one case.

Side effects with AM- 715 were observed in 3 cases consisting of each one of exanthema, dizziness and loose

passage.


